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シンポジウム資料
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シンポジウム　

コロナ禍での看護の現場の奮闘　そして今後の課題

亀山 清美

JA岐阜厚生連　中濃厚生病院
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シンポジウム　

コロナ禍でのNICD実践の現状と今後の課題

石本 政恵

医療法人渓仁会　札幌渓仁会リハビリテーション病院
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シンポジウム　

NICDの全看護職員への浸透に向けて

杉村 洋子

社会福祉法人あじろぎ会　宇治病院
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シンポジウム　

コロナ禍における訪問看護ステーションの活動

～ NICDの実践の現状と今後の課題～

中川 奈緒美

一般社団法人あおぞら　訪問看護ステーション虹



13

シンポジウム　

コロナ禍でのNICD実践の現状と今後の課題

日下 博子

社会福祉法人北翔会　医療福祉センター札幌あゆみの園





一　般　演　題
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一般演題　１-１

後期高齢者の摂食嚥下機能訓練に

微振動による運動機能訓練を導入した効果

◯逢坂 かおり１）　市橋 乃里子１）　古川 智代１）　林 裕子２）

１）一般財団法人　札幌同交会病院　２）株式会社　町コム
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一般演題　１-２

アセスメントシート活用による経口摂取への移行を試みて

○青木 千江子

医療法人恒仁会　近江温泉病院
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一般演題　１-３

絶食でのお看取りを覚悟した事例の‘食べる’ことへの訪問看護の支援

－その人らしさを支え続けるために看護ができること－

〇御家瀬 真由１）　川渕 一世１）　本橋 風夏１）　安原 真美２）

1）医療法人渓仁会定山渓病院訪問看護ステーションエール　2）医療法人渓仁会定山渓病院
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一般演題　２-１

高次脳機能障害がありながら

排泄行動を再獲得し自宅退院できた患者への看護実践報告

〇竹内 葉子　秋広 由美子

自動車事故対策機構　千葉療護センター
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一般演題　２-２

遷延性意識障害患者の言語反応を引き出すための取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　〇酒向 晴美　土屋 郁恵　兼松 由香里

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中部脳リハビリテーション病院・中部療護センター
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一般演題　２-３

ユマニチュード技法の導入後の実態調査

○井形 和美　小野 勝美　樋口 久子

あじろぎ会　宇治病院



投稿規定・会則・入会要項
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投 稿 規 程

１．投稿者

投稿者は、著者および共著者のすべてが本学会員でなければならない。ただし、本学会により依頼

した者はこの限りではない。

２．対象とする原稿

１）投稿原稿は他誌および関連する他の学会等で未発表であること。

２）患者の生活行動回復に関する看護に関連するものであること。

３）原稿の種類は以下の区分があり、投稿者は原稿にそのいずれかを明記する。

原著：研究論文のうち、独創性が高く、科学的な研究としての意義が認められ、研究論文としての

形態が整っているもの。

総説：ある特定のテーマに関して、 つまたはそれ以上の学問分野における知見を広く概観し、そ

のテーマについて総合的に概説したもの。

研究報告：研究論文のうち、内容・論文形式において原著論文には及ばないが、研究としての意義

があり発表の価値が認められるもの。

症例・実践報告：研究論文のうち、内容・論文形式において原著論文には及ばないが、臨床におけ

る実践報告としての意義があり発表の価値が認められるもの。

資料・その他：上記のいずれにも相当しないが、公表する価値がある。

３．倫理的配慮

１）著者は、本研究が倫理的配慮のもとに実施されたものであることを本文中に明記する。

２）倫理的配慮とは、主に以下のこととする。

対象者への研究参加の説明と同意の手続きが適切に行われている。

対象者が心身の負担・苦痛や不利益を受けない配慮がされている。

個人データが守秘され、プライバシーが保護されている。

研究者としてのモラルに反していない。

なお、日本看護協会の「看護研究のための倫理指針」（ ）、厚生労働省の「臨床研究に関する倫

理指針」（ ）、文部科学省・厚生労働省の「疫学研究に関する倫理指針」（ ）等にかなって

いなければならない。

４．原稿の投稿方法

原稿の投稿は次のどちらかとする

１）郵送：投稿原稿は 部を送付する。うち 部は複写でよい。投稿原稿は封筒の表に「日本ヒュー

マン・ナーシング研究学会論文原稿」と朱書きし、学会事務局あてに簡易書留にて送付する。原

稿には の に示す 版の表紙を付す。

２）メール：投稿原稿を「表紙」「要旨」「本文」「図表」ごとにファイルを作成し、下記の学会事

務局に送付する。ファイル名は「表紙：ラーニングタイトル 氏名」「要旨：ラーニングタイト

ル 氏名」「本文：ラーニングタイトル 氏名」「図表：ラーニングタイトル 氏名」として作

成する。

５．原稿の受付および採否

１）原稿の投稿は随時受け付ける。

２）原稿が学会事務局あてに到着した日を受付日とする。

３）原稿は理由の如何を問わず返却しない。
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